
　　　

昭和3年3月27日大阪府にて生まれる。

樟蔭女子専門学校国文科卒業後、大阪の問屋に勤務。

在学中から小説を習作し、のち大阪文学学校に学ぶ。

昭和30年頃、同人雑誌「航路」に参加し、31年「虹」で大阪市民文芸賞を受賞。

33年「花狩」が「婦人生活」の懸賞小説に当選。

39年「感傷旅行（センチメンタル・ジャーニイ）」で芥川賞を受賞。

作風は巧みな大阪弁で夫婦あるいは男女の機微と生態を描くものが多い。


